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畜産の新規採用普及職員を対象に作目別研修を開催

農業総合試験場
畜産研究部
（長久手市）

尾張名物をつくろう！とり餃子

稲沢市

新規就農者の経営管理能力向上のため農業簿記研修を実施

三の丸庁舎会議室
（名古屋市）

農業情報（令和３年７月号）

地域 報告内容 写真等

尾張

令和３年６月下旬

県域

令和３年７月15日　今年度より新たに新設された作物別研修は、各作目ごとの基礎的な知識
や技術の習得を目的に開催されるもので、７月15日には畜産担当の新規採
用普及職員３名を対象として開催されました。午前は普及戦略部技術推進
室から食鳥処理について説明し、養鶏調査棟で鶏の解体を行いました。午
後は畜産研究部養牛研究室が和牛の登記・登録について説明を行い、牛舎
で子牛検査、耳標の取り付けや鼻紋採取を体験しました。研修受講後には
「食鳥の知識が深まった」、「和牛登録を正しく理解できた」、「今後の
普及指導活動に活かしていきたい」などの感想が寄せられました。

　稲沢市内の採卵鶏農家２戸はそれぞれの農場の採卵を終えた成鶏を有効
利用するため、親鶏肉を使った冷凍餃子を委託製造し、販売を行っていま
す。親鶏は名古屋コーチンや国産品種のもみじ等を用い、味付けはシソや
八丁みそ、黒胡椒を使うなど農家ごとに特徴があります。
　１戸では経営継続補助金を利用して餃子販売専用のホームページを整備
し、４月から試験販売を行いました。ホームページの宣伝効果もあり早々
に在庫切れとなったことから販売に手ごたえを感じ、６月下旬より販売再
開することができました。
　２戸の農家はとり餃子を尾張の新名物にしようと意欲的に６次産業化に
取り組んでおり、農業改良普及課は引き続き支援を行います。

尾張

令和３年６月29日
　農業改良普及課では今年度、「新規就農者セミナー」を２回計画してい
ます。第１回は、農業人材強化総合支援事業を活用し、就農者の経営管理
能力の向上を目的として、安形京子税理士を講師に招いて農業簿記研修を
実施しました。研修では自己紹介や質疑応答の時間を十分に取り、参加者
同士が交流できるよう配慮を行いました。参加者はお互いの経営における
悩みや疑問を共有し、自分の経営を見つめ直すことができ、研修後のアン
ケートでは全員が「農業簿記を活用した会計の重要性を理解できた」と評
価しました。
　第２回は、栽培技術向上を目的に、土壌と肥料についての研修を実施す
る予定です。

親鶏（成鶏）肉を使った餃子

安形京子氏の講義を熱心に聞いている参加者

いざ、解体に挑戦！
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捕獲器と網のＷ効果でスクミリンゴガイを防除

北名古屋市

祖父江ぎんなんパーク「オープニングセレモニー」

祖父江ぎんなんパーク
（稲沢市）

ショッピングモールでクルクマ「アイルージュ」の鉢植えをＰＲ

名古屋市

尾張

令和３年５月～７月
　農業改良普及課は、水稲に被害を及ぼすスクミリンゴガイの防除策とし
て、苗箱を利用した捕獲器を設置するとともに、水路からの侵入を防ぐた
めに水口等に網を設置しました。その結果、捕獲器と網を設置したほ場で
は、捕獲器を設置しなかったほ場よりもスクミリンゴガイによる食害が明
らかに減少しました。また、網で囲った水口付近では多数のスクミリンゴ
ガイが確認されました。捕獲器は苗箱及び結束バンド、Ａ４サイズの下敷
き又はペットボトルを使用して作成し、誘引の餌は米ぬかを台所用排水口
ネットに入れたものを使用しました。１台当たりの製作費は数十円と安
く、設置日数１週間で60～90頭程度捕獲され、試験農家もその効果に関心
を寄せていました。

尾張 写真等なし

令和３年７月17日
　祖父江ぎんなんパークは、「祖父江ぎんなん」のブランド強化・確立を
図るために整備された公園で６月１日から供用開始され、園内ではぎんな
んの代表４品種「久寿、藤九郎、栄神、金兵衛」が植えられています。
　７月17日には「オープニングセレモニー」が開催され、小学生による山
崎地蔵寺太鼓の演奏で始まり、保育園児による鼓笛隊で終わる地域に密着
した式典とともに、軽トラ市やキッチンカーが集まりマルシェを併設しセ
レモニーを盛り上げていました。

海部

令和３年７月１～７日
　海部苗木花き生産組合連合会クルクマ研究会は、７月１日から７日まで
名古屋市西区にあるショッピングモール「mozoワンダーシティ」でクルク
マをＰＲしました。ディスプレイは七夕をイメージした造りで、愛知県育
成のクルクマ品種「アイルージュ」の鉢植え約200鉢を使用して飾り付け
が行われました。来場者はディスプレイをバックに写真撮影をしたり、願
いを書いた短冊を笹の葉に結びつけていました。また、クルクマの紹介や
生産者のコメントが掲載されたチラシを配布しました。なお、本展示は、
持続的生産強化対策事業のうちジャパンフラワー強化プロジェクト推進
（国）を活用して実施しました（愛知県花きイノベーション地域協議会が
事業実施主体）。

捕獲器に誘引されたスクミリンゴガイ

クルクマ品種「アイルージュ」
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知多養鶏二十日会が高橋養鶏賞を受賞

名古屋市

暑くなってきた、さあ儲けよう！ トウガンの本格出荷始まる

知多営農センター

「２０２１食と農のフォーラム西尾」を開催！

西尾市一色町公民館
カーネーションホール

知多

令和３年６月29日　ＪＡあいち知多西知多冬瓜部会は、本格的な出荷時期を控えた６月29日
に目揃え会を開催しました。当部会では地這い栽培と棚作り栽培が行われ
ており、それぞれに品質基準を設けています。知多の「グリーン冬瓜」の
ブランド力を堅持するために、それぞれの栽培方式での品質について目揃
えを入念に行い、箱詰め方法についても共有を行いました。
　トウガンは傷つきやすいため、部会員らは傷を残さないよう丁寧に栽培
しています。ＪＡでは今後、他産地の出荷状況を見ながら、高価格で販売
できるよう調整する意向です。需要が増える本格的な夏に向けて、「手塩
にかけたトウガンで儲けましょう！」と部会員の士気を高めました。

西三河

令和３年６月24日　「食と農のフォーラム西尾」は西尾市内の農業経営士、農村生活アドバ
イザー、青年農業士が一堂に会して、地域農業の活性化と農業経営の発展
を目的に毎年開催されています。今回のフォーラムは、新型コロナ非常事
態宣言を受けて令和３年２月の開催を中止としましたが、実行委員の強い
意向から再開催が協議され、コロナ対策として開催時間の短縮等、計画の
一部見直しを図った上で開催に至りました。当日は市長、ＪＡ組合長、地
元県議を始め参加者70余名で、地産地消に向けた事例発表や地元農産品紹
介が行われ、生産者の熱意が感じられるフォーラムとなりました。

知多

令和３年６月29日

　第46回高橋養鶏賞表彰式が開催され、知多養鶏二十日会が高橋養鶏賞
（普及部門）を受賞しました。
　発足（昭和49年）から今日に至るまでの定例会による技術研鑽、組織活
動を通じた人材育成などの取組が評価されました。
　齋藤大士会長は「変化を先読みして行動し、組織の活力を高めていきた
い。」と今後の意気込みを語りました。

表彰式の様子

写真等なし

真剣に品質基準を確認する部会員

フォーラムでの事例発表
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西尾市で活躍する農家のこだわりと経営理念に感嘆！

赤堀製茶場、三洋園芸

碧南市長にクルクマを贈呈　ブランド化推進にむけてＰＲ開始

碧南市役所

令和３年度西尾市新規就農者激励会を開催

ＪＡ西三河本店

西三河

令和３年７月15日　新規就農者激励会がＪＡ西三河本店で開催され、この１年間の新規就農
者10名及び関係機関・団体の22名が参加しました。参加者全員の自己紹介
の後、ＪＡ西三河齊藤組合長から新規就農者へ激励の言葉と記念品が贈ら
れました。今年度の新規就農者は、水田作（４名）やイチゴ（４名）を中
心に20～30代の若手が多く、ＪＡ西三河「いちごスクール」や他の農場で
知識・技術を身につけて就農する者がほとんどで、「その作物で右に出る
者はないと言われたい」、「６次産業化を目指したい」など農業へのしっ
かりとした考え方と意気込みが感じられました。

西三河

令和３年７月６日　女性農業者活躍支援事業を活用した視察研修会を西尾市で開催し、会員
52名が参加しました。午前中は、農薬不使用のお茶を栽培、製造加工、販
売までを一貫して取り組む赤堀製茶場を訪れました。製茶場やカフェの見
学をし、抹茶の消費拡大の取組みを学びました。午後は、ハーブ苗を栽培
する三洋園芸にて、経営主のパートナーであり農村生活アドバイザーでも
ある岩瀬氏が、女性の役割と雇用管理について講演を行いました。活発な
質疑応答があり、それぞれの農家の経営や栽培へのこだわりや強い信念に
感心の声があがりました。農業改良普及課は方針決定の場で活躍できる女
性の育成のため、今後も幅広い知識や情報を提供の場を設けていきます。

西三河

令和３年７月19日  ＪＡあいち中央碧南クルクマ部会が碧南市長を表敬訪問し、クルクマの
ブランド化推進に向けてＰＲを行いました。当日は部会役員、ＪＡあいち
中央営農部長をはじめ、関係者が市長室を訪問し、持参したクルクマの品
種や、本年度の栽培状況について説明を行いました。その後の意見交換会
では、碧南市はクルクマの生産量が全国３位（令和２年度）で、市場から
品質面で高評価を得ていることを紹介しました。当部会では、本年度より
碧南市農業振興協議会農産物ブランド化推進事業を活用して、部会、市役
所、ＪＡ、農業改良普及課で連携してクルクマのブランド化を推進してい
く予定です。

碧南市長にクルクマの花束を渡す部会員

新規就農者と協議会関係者

三洋園芸での視察の様子
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集落住民が「からまる棒」を設置

豊田市大野瀬町
(旧稲武町)

産直野菜栽培促進に向けた野菜研究会を開催

設楽町

県育成新品種「スプレー愛知夏３号」初出荷

豊川市

新城設楽

令和３年６月21日　名倉高原生産組合が運営する「道の駅アグリステーションなぐら」で
は、スイートコーンが７～８月の主力商品となっていますが、近年、ス
イートコーンのボリューム不足が問題となっており、農業改良普及課（以
下普及課）は、肥大性の高い品種の導入を進めてきました。
　この度、産直野菜の栽培促進に向けて野菜研究会を６月に開催し、組合
員９名が出席しました。普及課はスイートコーンの栽培管理について、種
苗会社は10月の品評会に出品可能な品目を紹介しました。講習会後はス
イートコーン栽培ほ場に場を移し、絹糸抽出期のアワノメイガ対策につい
て組合員と意見交換を行いました。

東三河

令和３年７月上旬　令和３年６月に出願公表された白色シングル咲き品種「スプレー愛知夏
３号」（流通名「ジャガー」)が、ＪＡひまわりスプレーマム部会から初
めて出荷されました。
　本品種は夏秋系品種で、高温時の開花安定性や花色等に優れています。
農業改良普及課では東三河農業研究所花き研究室と連携して、本品種に関
する情報を随時産地へ提供し、生産者の関心を高め、今夏の出荷に向けて
準備を進めてきました。今回出荷した生産者からは、到花日数の短さや開
花の揃い、花色、木の硬さが評価されました。今後10月まで出荷される見
込みです。

豊田加茂

令和３年６月22日
　豊田市大野瀬町にある梨野集落では、ニホンジカによるものと思われる
被害があり、侵入防止対策を行いつつ、くくりわなによる捕獲を検討して
いました。このことについて、集落住民からくくりわな補助機具「からま
る棒」を使ってみたいと要望があったため、農業改良普及課は、農業総合
試験場、野生イノシシ対策室とともに「からまる棒」設置を支援しまし
た。集落住民らは、「さっそく捕獲に使ってみたい」と期待していまし
た。

「からまる棒」の設置の様子

栽培管理の説明を傾聴する組合員ら

「スプレー愛知夏３号」
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人格理解で、ワンランク上の雇用管理！

あいち経済連
東三河センターＢホール

渥美アジサイ研究会が栽培技術を学ぶ

田原農業改良普及課
会議室

東三河

令和３年７月６日　日本コミュニケーション心理学協会のマスターインストラクター満田真
澄氏を講師に招き、本年度第１回目のフレッシュミズセミナーを開催し、
８名が出席しました。セミナーでは、リーダーシップの原則、自分の性
格、気質と人格、人格を知るためのエゴグラムテスト等を通じて、雇用管
理等に役立つコミュニケーション術を学びました。受講者の感想は、「い
ろんな場面で活かせる」「意見を言うことは対立につながるのではと恐れ
ていたが意識が改善された」と好評でした。農業改良普及課は、新たに作
成したチェック票について説明し、経営参画レベルの向上を図りました。

田原

令和３年６月２日　管内のアジサイ生産者有志でつくる渥美アジサイ研究会が、勉強会を開
催しました。はじめに農業改良普及課の佐久真技師が、昨年度普及課で調
査研究を行った「アジサイの摘心時期と冷蔵日数の違いが品質・開花に及
ぼす影響」について報告しました。また、今年の出荷でアジサイの花色が
安定しなかった話が多く聞かれたことから、青系・赤系それぞれどのよう
な培土を使っているか、アンケート調査を行いました。農業改良普及課で
は今後も研究会員の栽培技術向上に関する情報共有のため、勉強会や試験
場視察等を企画して、組織活動を支援していきます。
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セミナーの様子

研究成果の発表風景


